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第十五代当主徳川頼倫の誕生

冨
岡
勝
・
近
大
教
授
の
示
唆

来
年
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
近
畿
大
学
で
、

筆
者
は
特
別
研
究
員
を
兼

務
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

近
大
所
属
の
優
れ
た
研
究

者
諸
氏
と
の
接
点
が
増
え

た
。
先
週
初
め
て
お
目
に

か
か
っ
た
冨
岡
勝
教
授

も
、
そ
の
一
人
だ
。

近
大
の
東
大
阪
キ
ャ
ン

パ
ス
で
研
究
室
を
構
え
る

冨
岡
教
授
の
専
門
は
日
本

教
育
史
で
、
旧
制
高
校
や

旧
制
中
学
の
実
態
史
に
詳

し
い
方
だ
。
大
学
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
研
究
で
も
知
ら
れ

る
教
授
は
、
日
本
最
古
の

現
役
学
生
寮
で
あ
る
京
都

大
学
「
吉
田
寮
」
を
活
か

す
た
め
の
諸
活
動
に
熱
心

で
あ
り
、
そ
の
豊
か
な
見

識
に
魅
せ
ら
れ
る
。

筆
者
は
冨
岡
研
究
室
で

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、こ
う
質
問
し
た
。「
近

大
創
設
者
の
世
耕
弘
一

は
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
紀

伊
徳
川
家
や
、
和
歌
山
出

身
で
農
林
大
臣
な
ど
を
歴

任
し
た
岡
崎
邦
輔
か
ら
支

援
を
受
け
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。そ
の
支
援
内
容
は
、

解
明
さ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
」
と
。

近
大
の
建
学
史
料
室
研

究
員
を
兼
担
す
る
冨
岡
先

生
は
、
「
そ
の
あ
た
り
の

事
は
荒
木
康
彦
・
近
大
名

誉
教
授
が
あ
る
程
度
つ
か

ん
で
お
ら
れ
る
と
思
う
。

し
か
し
支
援
内
容
の
全
貌

解
明
と
な
る
と
、
こ
れ
か

ら
の
研
究
課
題
で
は
な
い

か
」
と
。

こ
の
冨
岡
教
授
の
示
唆

を
受
け
、
紀
伊
徳
川
家
第

十
五
代
当
主
で
あ
る
徳
川

頼
倫
（
１
８
７
２
〜
１
９

２
５
年
）
の
実
績
を
想
起

し
た
。
頼
倫
は
、
文
化
財

保
護
や
若
者
に
対
す
る
教

育
支
援
な
ど
に
大
き
な
情

熱
を
傾
け
た
先
人
だ
。
彼

の
実
績
の
一
端
は
、
筆
者

が
編
さ
ん
委
員
と
し
て
関

与
し
た
「
和
歌
山
県
教
育

史
」
全
３
巻
（
県
教
育
委

員
会
）
で
明
示
し
た
通
り

で
あ
る
。

頼
倫
時
代
に
お
け
る
紀

伊
徳
川
家
独
自
の
育
英
事

業
の
中
で
、
弘
一
支
援
が

ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

か
。更
に
、若
い
頃
に
「
警

察
界
に
身
を
投
じ
、
新
宮

署
長
に
ま
で
昇
進
」（
「
郷

土
歴
史
人
物
事
典

和
歌

山
」第
一
法
規
）し
た
後
、

政
界
に
転
身
し
た
と
い
う

岡
崎
邦
輔
。
陸
奥
宗
光
の

従
兄
弟
に
当
た
る
岡
崎

と
、
「
新
宮
」
に
地
縁
を

持
つ
世
耕
家
の
つ
な
が
り

を
ひ
も
と
く
こ
と
も
重
要

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
問

題
意
識
を
、
冨
岡
研
究
室

訪
問
を
経
て
再
認
識
し
た

次
第
。

さ
て
、
頼
倫
の
こ
と
を

も
う
少
し
語
ろ
う
。
幕
末

維
新
と
い
う
激
動
期
を
最

後
の
紀
州
藩
主
、
す
な
わ

ち
紀
伊
徳
川
家
第
十
四
代

当
主
と
し
て
活
動
し
た
徳

川
茂
承
（
１
８
４
４
〜
１

９
０
６
年
）
に
は
、
長
福

丸
と
い
う
男
子
が
い
た
が

早
世
。
そ
こ
で
、
紀
伊
家

が
後
継
者
と
し
て
白
羽
の

矢
を
立
て
た
の
が
、
御
三

卿
の
一
つ
で
あ
る
田
安
徳

川
家
六
男
の
藤
之
助
だ
。

藤
之
助
は
８
歳
に
な
る
年

に
、
茂
承
の
養
嗣
子
と
な

る
。
こ
れ
を
機
に
名
を
改

め
、徳
川
頼
倫
と
な
っ
た
。

‖
続
く

曽
野
洋
（
四
天
王
寺
大
学

教
授
・
慶
応
義
塾
大
学
客

員
研
究
員
）

‖
次
回
は
８
月

日
掲
載

予
定

近大通り‖東大阪市の近鉄大阪線「長瀬」駅前で

邱

邯


